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沖縄県でのダイビング事故防止に向けた取組について

第十一管区海上保安本部
交通安全対策課
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第十一管区, 82人, 40%

その他管区, 121人, 60%

沖縄県のダイビング事故の特徴（全国比と地域図）

・ 全国的に見ると、ダイビング中の事故の４割が沖縄県で発生。

事故者比率（R3～R7）

203人

■ 死者・行方不明者

■計68人

事故多発地域（R3～R7）

宮古列島
10人（３人）

八重山列島
24人（10人）

沖縄本島
48人（12人）

（ ）：死者・行方不明者
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溺水, 46人,56％

病気, 22人, 27%

帰還不能, 8人, 10%

その他, 4人, 5%

負傷, 2人,２％

沖縄県のダイビング事故の特徴（年齢層と事故内容）

・ 年齢層別に見ると、50代以上に多く発生。

・ 事故内容別に見ると、５割強が溺水。

事故内容別（R3～R7）年齢層別（R3～R7）

82人
■計25人

1人,1%

8人,9％

11人,13％

20人,24％

42人,31％
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■ 死者・行方不明者死者・行方不明者
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日本人観光客, 67人, 82%

外国人観光客, 10人, 12%

県内在住者, 5人, 6%

沖縄県のダイビング事故の特徴（居住地と事業者利用の有無)

・居住地別で見ると、8割が日本人観光客の事故。

・事業者利用の有無で見ると、9割が事業者を利用。

居住地別（R3～R7）

82人
■計25人

■ 死者・行方不明者

82人
■計25人

■ 死者・行方不明者

事業者利用の有無（R3～R7）

（県外在住者）



場 所：トートーメ石付近
事 業 者：利用
事 故 者：50代 女性 日本人観光客

・ 事故者は、娘２人、インストラクター２人と体験ダイビング(※１)を開始

・ 15分後、具合が悪くなり、インストラクターと浮上

・ 浮上後、「陸に上がりたい」と、インストラクターに訴え

・ 事故者は仰向けで搬送途中、激しい咳(※２)を連発、次第に白目をむき、

意識不明

・ その後、心停止に陥り、病院に搬送

※１ 距岸：約50メートル、水深：約３メートル

※２ 事故者は、事前に「呼吸器系疾患の既往歴」をダイビングショップに

申告するも、情報が担当インストラクターに共有されず

場 所：波の上うみそら公園
事 業 者：利用
事 故 者：20代 男性 日本人観光客

・ インストラクターがマンツーマンで、ライセンス取得コースを開催

・ インストラクター指導の下、講習生が、ボンベ内のエアを確認する

も、異臭に気付かず、ダイビング講習を開始

・ 講習生が海中で呼吸、異変(甘味※)を感じるも、講習を継続

・ 約２分後、息苦しさと視界の歪みを感じ、インストラクターと浮上

・ 具合が改善せず、病院に搬送

※ 事故調査：ボンベ内の圧縮空気に異臭を確認

ダイビング事故の事例

事故防止のポイント

安全管理が徹底できる事業者を選ぶ

発生場所

波の上うみそら公園
発生場所

瀬底島 本部町



安全対策優良海域レジャー提供業者（マル優事業者）

標章 業者指定の制度

沖縄県公安委員会が、「水上安全条例」に定める安全対策
基準(※)を十分に満たす海域レジャー提供業者を、

『安全対策優良海域レジャー提供業者』
（通称：マル優事業者）

に指定する制度

※ 安全対策基準（潜水業の抜粋）

・ 資格要件を具備したガイドダイバーの配置
・ 潜水具の点検
・ 安全な潜水ができないおそれのある者に対する潜水の禁止
・ 危険が生ずるおそれがある場所での潜水の禁止
・ 潜水者の名簿の備付け及び保存
・ ガイドダイバーの名簿の備付け
・ 事故発生時の警察への通報体制
・ 潜水上の遵守事項の策定及び周知状況
・ 緊急連絡用の通信手段の整備
・ 救命浮輪及びロープ又は、救命ボート及びロープの配備
・ ガイドダイバーに必要な知識及び能力の向上



那覇空港
安全啓発活動

機内
安全啓発動画

機内
機内誌の啓発コラム

タクシーの車内
安全啓発動画

国際通りなど
デジタルサイネージ

海浜等
安全啓発活動共通ポスター

県内商業施設・宿泊施設など
共通ポスター

高速道路のSA・PA

下地島空港
安全啓発動画

配布
共通リーフレットなど

空港到着 移動中 滞在中 活動中

観光客の導線を意識した安全啓発

フライト中旅行前

沖縄旅行を計画する段階から、安全を考えることが必要！

優良事業者の選択



マル優事業者の利用促進に向けた取組（沖縄県による紹介）

沖縄県のマリンレジャー安全情報ポータルサイト

出典:沖縄県

第十一管区海上保安本部ホームページ（TOPページからマル優業者をクリック）



【お知らせ】各空港等の啓発状況

那覇空港国内線ロビー
ウェルカムボード

那覇空港国際線エリア
デジタルサイネージ

宮古空港、下地島空港
バケージクレームサイン

沖縄県の空の玄関口である、那覇空港、宮古空港、下地島空港、沖縄都市モノレール駅(※1)
構内にて、共通デザイン(※2)を利用した安全啓発を展開しています。

※２ ５者包括連携協定で統一したデザイン

沖縄都市モノレール
各駅構内に設置

※１ 那覇空港駅、旭橋駅、県庁前駅、美栄橋駅、おもろまち駅

那覇空港前

県庁前駅 美栄橋駅

おもろまち駅 旭橋駅


